
(57)【要約】

【課題】　茸保持容器の茸切断収穫機構への送込みと収

穫後の茸不保持容器の排出を自動化し、茸保持容器を搬

送しながら茎および茎残部の切断をし、ぬめりを発生さ

せずに、容器栽培茸の収穫能率を上げる。

【解決手段】　茸保持容器Ａを乗載する複数のキャリッ

ジａを装備した無端搬送機構Ｂの水平搬送区間の中央所

要範囲側方に、茸保持容器Ａの茸３の茎および茎残部４

を順次切断する複数の回転刃８～１１を列設配置してな

る茸切断収穫機構Ｃを設置するとともに、上記無端搬送

機構Ｂの水平搬送区間の始端側に送出端を対向配置した

茸保持容器送込み転載機構Ｅを設け、上記無端搬送機構

Ｂの水平搬送区間の終端に導入端３４を対向配置した茸

不保持容器排出機構Ｆを備え、かつ、上記回転刃８～１

１の各々の近傍にノズル３８～４１を設置した散水機構

Ｇを備えた容器栽培茸の収穫装置。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
（ １ ） 茸 保 持 容 器 を 乗 載 す る 複 数 の キ ャ リ ッ ジ を 所 要 の 間 隔 で 装 備 し た 無 端 搬 送 機 構 と 、
（ ２ ） そ の 無 端 搬 送 機 構 の 水 平 搬 送 区 間 の 中 央 所 要 範 囲 側 方 に 上 記 茸 保 持 容 器 の 茸 の 茎 お
よ び 茎 残 部 を 順 次 切 断 す る 複 数 の 回 転 刃 を 列 設 配 置 し て な る 茸 切 断 収 穫 機 構 と 、
（ ３ ） 上 記 無 端 搬 送 機 構 の 水 平 搬 送 区 間 の 始 端 側 に 送 出 端 を 対 向 配 置 し た 茸 保 持 容 器 送 込
み 転 載 機 構 と 、
（ ４ ） 上 記 無 端 搬 送 機 構 の 水 平 搬 送 区 間 の 終 端 に 導 入 端 を 対 向 配 置 し た 茸 不 保 持 容 器 排 出
機 構 と 、
か ら な る こ と を 特 徴 と す る 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 茸 切 断 収 穫 機 構 の 複 数 の 回 転 刃 の 各 々 の 近 傍 に ノ ズ ル を 設 置 し た 散 水 機 構 を 備 え た
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 茸 切 断 収 穫 機 構 に 対 向 さ せ て 、 上 記 中 央 所 要 範 囲 側 方 に 無 端 ベ ル ト を 張 架 し て な る
茸 保 持 容 器 回 転 機 構 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 茸 切 断 収 穫 機 構 の 複 数 の 回 転 刃 の 各 々 の 近 傍 に ノ ズ ル を 設 置 し た 散 水 機 構 を 備 え る
と と も に 、 同 茸 切 断 収 穫 機 構 に 対 向 さ せ て 、 上 記 中 央 所 要 範 囲 側 方 に 無 端 ベ ル ト を 張 架 し
て な る 茸 保 持 容 器 回 転 機 構 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 装
置 。
【 請 求 項 ５ 】
（ イ ） 無 端 搬 送 機 構 の 上 記 キ ャ リ ッ ジ が 、 浅 底 箱 枠 に 上 記 茸 保 持 容 器 を 横 倒 し 状 態 に お い
て 回 転 自 在 に 搭 載 す る こ と が で き 、 か つ 、 底 板 と 当 接 板 と か ら な る Ｌ 形 転 載 枠 を 回 動 自 在
に 連 結 し 、 そ の Ｌ 形 転 載 枠 は 、 通 常 、 上 記 底 板 を 水 平 に し 当 接 板 を 起 立 さ せ た 外 向 き 状 態
を 維 持 す る よ う に 付 勢 さ れ て い る こ と 、
（ ロ ） 上 記 水 平 搬 送 区 間 の 始 端 側 か ら 終 端 側 に わ た る 側 方 に 、 上 記 茸 切 断 収 穫 機 構 に 対 向
す る 中 央 所 要 範 囲 を 高 位 垂 直 カ ム 部 、 上 記 始 端 側 に 対 向 す る 始 端 側 所 要 範 囲 を 低 位 水 平 カ
ム 部 、 上 記 終 端 側 に 対 向 す る 終 端 側 所 要 範 囲 を 同 じ く 低 位 水 平 カ ム 部 、 さ ら に 、 こ れ ら 高
位 垂 直 カ ム 部 と 両 低 位 水 平 カ ム 部 の 各 間 を 半 螺 旋 状 カ ム 部 と し て な る 堤 体 状 カ ム を 設 置 し
て い る こ と 、
（ ハ ） 上 記 Ｌ 形 転 載 枠 は 、 そ の 底 板 を 上 記 堤 体 状 カ ム の 始 端 側 所 要 範 囲 の 低 位 水 平 カ ム 部
に 作 用 さ せ て い る と き 上 記 外 向 き 状 態 を 維 持 し 、 上 記 底 板 が 上 記 始 端 側 の 半 螺 旋 状 カ ム 部
に 作 用 す る の に と も な い 上 記 付 勢 に 抗 し て 内 方 に 回 動 し 、 そ の 底 板 を 高 位 垂 直 カ ム 部 に 当
接 し て い る と き 、 該 底 板 を 起 立 し 上 記 当 接 板 を 上 記 浅 底 箱 枠 内 に 伏 倒 さ せ た 内 向 き 状 態 と
な り 、 該 底 板 が そ の 高 位 垂 直 カ ム 部 を 外 れ て 上 記 終 端 側 の 半 螺 旋 状 カ ム 部 に 作 用 す る の に
と も な い 上 記 付 勢 で 外 方 に 回 動 し 、 さ ら に 、 該 底 板 を 上 記 終 端 側 の 低 位 水 平 カ ム 部 に 当 接
さ せ る に 及 ん で 元 の 外 向 き 状 態 と な る こ と 、
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ， ２ ， ３ ま た は ４ 記 載 の 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 無 端 搬 送 機 構 の 上 記 キ ャ リ ッ ジ が 、 浅 底 箱 枠 を チ ェ ー ン コ ン ベ ア に 跨 架 固 定 し 、 そ れ に
、 一 対 の 遊 動 ロ ー ラ ー を 、 そ の 各 軸 線 を チ ェ ー ン コ ン ベ ア の 走 行 方 向 に 直 交 す る 方 向 に し
て 、 か つ 、 茸 保 持 容 器 の 下 周 辺 の 左 右 所 要 部 位 を 支 持 す る 所 定 の 間 隔 を お い て 軸 支 し 、 上
記 茸 保 持 容 器 を 横 倒 し 状 態 に お い て 搭 載 す る こ と が で き 、 ま た 、 そ の キ ャ リ ッ ジ の Ｌ 形 転
載 枠 は 、 底 板 の 下 面 に コ ロ を 軸 支 す る と と も に 、 上 記 浅 底 箱 枠 に 軸 に よ り 回 動 自 在 に 連 結
し 、 通 常 、 外 向 き 状 態 を 維 持 す る よ う に ば ね に よ り 付 勢 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ５ 記 載 の 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 茸 保 持 容 器 送 込 み 転 載 機 構 が 、 そ の 送 出 端 側 に 、 該 送 出 端 部 に 達 し た 茸 保 持 容 器 を
検 出 す る 検 出 器 、 そ の 茸 保 持 容 器 を 無 端 搬 送 機 構 の 水 平 搬 送 区 間 の 始 端 側 所 定 位 置 に 達 し
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て い る キ ャ リ ッ ジ に 送 り 込 む 送 込 み 用 シ リ ン ダ 、 お よ び 、 該 茸 保 持 容 器 を 先 頭 位 置 に 滞 留
さ せ る ス ト ッ パ ー を 設 置 し て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ま た は ６ 記
載 の 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 茸 不 保 持 容 器 排 出 機 構 が 、 一 対 の 紐 ベ ル ト を 、 そ れ ら の 同 方 向 に 走 行 す る 対 向 直 線
部 間 の 幅 員 を 茸 不 保 持 容 器 の 環 状 凹 溝 の 内 奥 底 部 外 径 に 略 一 致 す る よ う に 設 定 し て 張 架 し
、 該 茸 不 保 持 容 器 を 、 そ の 環 状 凹 溝 を 紐 ベ ル ト の 上 記 対 向 直 線 部 に 嵌 合 し た 状 態 に お い て
口 部 外 周 が 紐 ベ ル ト に 挟 持 さ れ て 吊 り 下 げ 、 該 紐 ベ ル ト の 走 行 と と も に 運 搬 す る よ う に し
て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ま た は ７ 記 載 の 容 器 栽 培 茸 の 収 穫
装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 複 数 の 回 転 刃 の う ち 、 第 １ 回 転 刃 を 、 広 口 瓶 形 容 器 の 口 部 外 方 に 成 長 し て い る 茸 の
裾 部 す な わ ち 口 部 周 縁 に 近 い 外 側 部 茸 の 茎 を 切 断 す る 所 定 位 置 に 刃 先 を お い て 設 置 し 、 第
２ 回 転 刃 を 、 第 １ 回 転 刃 の 下 流 側 所 定 位 置 に 、 外 側 部 茸 よ り 内 方 所 要 範 囲 の 内 側 部 茸 の 茎
を 切 断 す る 所 要 位 置 に 刃 先 を お い て 設 置 し 、 第 ３ 回 転 刃 を 、 第 ２ 回 転 刃 の 下 流 側 所 定 位 置
に 、 内 側 部 茸 で 囲 繞 さ れ て い た 中 央 部 茸 の 茎 全 部 を 切 断 す る 所 要 位 置 に 刃 先 を お い て 設 置
し 、 さ ら に 、 第 ４ 回 転 刃 を 、 第 ３ 回 転 刃 の 下 流 側 所 定 位 置 に 、 茸 全 部 の 茎 残 部 を 、 広 口 瓶
形 容 器 の 口 部 至 近 位 置 で か つ そ れ に 平 行 に 切 断 す る 所 要 位 置 に 刃 先 を お い て 設 置 し て な る
請 求 項 １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７ ま た は ８ 記 載 の 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
（ １ ） 複 数 の キ ャ リ ッ ジ を 所 要 の 間 隔 で 装 備 し た 無 端 搬 送 機 構 の 水 平 搬 送 区 間 の 始 端 側 に
お い て 、 各 キ ャ リ ッ ジ に 、 茸 保 持 容 器 送 込 み 転 載 機 構 に よ り 運 行 し て き た 茸 保 持 容 器 を 転
載 す る こ と 、
（ ２ ） そ の 無 端 搬 送 機 構 の 水 平 搬 送 区 間 の 中 央 所 要 範 囲 側 方 に 配 置 し た 茸 切 断 収 穫 機 構 の
複 数 の 回 転 刃 に よ り 、 上 記 各 キ ャ リ ッ ジ 上 の 茸 保 持 容 器 の 茸 の 茎 お よ び 茎 残 部 を 順 次 切 断
す る こ と 、
（ ３ ） 上 記 無 端 搬 送 機 構 の 水 平 搬 送 区 間 の 終 端 に お い て 、 茸 の 茎 お よ び 茎 残 部 を 切 断 除 去
し た 茸 不 保 持 容 器 を 、 茸 不 保 持 容 器 排 出 機 構 に 導 入 し 、 上 記 無 端 搬 送 機 構 の 系 外 に 排 出 す
る こ と 、
を 特 徴 と す る 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 上 記 茸 切 断 収 穫 機 構 の 複 数 の 回 転 刃 に よ り 、 茸 保 持 容 器 の 茸 の 茎 お よ び 茎 残 部 を 切 断 す
る と き 、 そ の 回 転 刃 お よ び 茸 に 、 散 水 機 構 の ノ ズ ル か ら 散 水 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ０ 記 載 の 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 上 記 茸 切 断 収 穫 機 構 の 複 数 の 回 転 刃 に よ り 、 茸 保 持 容 器 の 茸 の 茎 お よ び 茎 残 部 を 切 断 す
る と き 、 茸 保 持 容 器 回 転 機 構 の 無 端 ベ ル ト に よ り 、 そ の 各 茸 保 持 容 器 を 回 転 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 上 記 茸 切 断 収 穫 機 構 の 複 数 の 回 転 刃 に よ り 、 茸 保 持 容 器 の 茸 の 茎 お よ び 茎 残 部 を 切 断 す
る と き 、 そ の 回 転 刃 お よ び 茸 に 、 散 水 機 構 の ノ ズ ル か ら 散 水 す る と と も に 、 茸 保 持 容 器 回
転 機 構 の 無 端 ベ ル ト に よ り 、 そ の 各 茸 保 持 容 器 を 回 転 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記
載 の 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
（ イ ） 浅 底 箱 枠 に 上 記 茸 保 持 容 器 を 横 倒 し 状 態 に お い て 搭 載 す る こ と が で き 、 か つ 、 底 板
と 当 接 板 と か ら な る Ｌ 形 転 載 枠 を 回 動 自 在 に 連 結 し 、 そ の Ｌ 形 転 載 枠 を 、 通 常 、 底 板 を 水
平 に し 当 接 板 を 起 立 さ せ た 外 向 き 状 態 を 維 持 す る よ う に 付 勢 し て い る 複 数 の キ ャ リ ッ ジ を
、 所 要 の 間 隔 で 装 備 し た 無 端 搬 送 機 構 の 水 平 搬 送 区 間 の 始 端 側 に お い て 、 上 記 各 キ ャ リ ッ
ジ の Ｌ 形 転 載 枠 に 、 送 込 み 転 載 機 構 に よ り 縦 置 き に し て 運 行 し て き た 茸 保 持 容 器 を 、 上 記
キ ャ リ ッ ジ の 外 向 き 状 態 の Ｌ 形 転 載 枠 の 底 板 に 縦 置 き 状 態 の ま ま 送 り 込 み 転 載 す る こ と 、
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（ ロ ） 上 記 外 向 き 状 態 の Ｌ 形 転 載 枠 を 、 無 端 搬 送 機 構 の 走 行 に と も な う キ ャ リ ッ ジ の 運 行
に と も な い 、 堤 体 状 カ ム の 低 位 水 平 カ ム 部 、 半 螺 旋 状 カ ム 部 お よ び 高 位 垂 直 カ ム 部 に よ り
、 内 向 き 状 態 に 回 動 し 、 こ れ に よ り 、 茸 保 持 容 器 を 、 キ ャ リ ッ ジ の 浅 底 箱 枠 の 遊 動 ロ ー ラ
ー に 横 倒 し 状 態 に 支 持 す る こ と 、
（ ハ ） そ の 後 、 茸 保 持 容 器 を 、 上 記 複 数 の 回 転 刃 に 順 次 対 向 さ せ 、 か つ 、 少 な く と も そ の
間 中 、 茸 保 持 容 器 回 転 機 構 の 無 端 ベ ル ト に よ り 、 上 側 か ら 押 圧 し て 上 記 遊 動 ロ ー ラ ー 上 で
回 転 す る こ と 、
（ ニ ） 茸 の 切 断 と 茎 残 部 の 切 断 を 終 え た と こ ろ で 茸 不 保 持 容 器 を 、 キ ャ リ ッ ジ の Ｌ 形 転 載
枠 を 、 堤 体 状 カ ム の 上 記 高 位 垂 直 カ ム 部 に 続 く 半 螺 旋 状 カ ム 部 お よ び 低 位 水 平 カ ム 部 に よ
っ て 、 再 び 縦 置 き 状 態 に す る こ と 、
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ ， １ １ ， １ ２ ま た は １ ３ 記 載 の 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 上 記 複 数 の 回 転 刃 の う ち 、 第 １ 回 転 刃 に よ り 、 広 口 瓶 形 容 器 の 口 部 外 方 に 成 長 し て い る
茸 の 裾 部 す な わ ち 口 部 周 縁 に 近 い 外 側 部 茸 の 茎 を 切 断 し 、 第 ２ 回 転 刃 に よ り 、 第 １ 回 転 刃
の 下 流 側 所 定 位 置 に お い て 、 外 側 部 茸 よ り 内 方 所 要 範 囲 の 内 側 部 茸 の 茎 を 切 断 し 、 第 ３ 回
転 刃 が 、 第 ２ 回 転 刃 の 下 流 側 所 定 位 置 に お い て 、 上 記 内 側 部 茸 で 囲 繞 さ れ て い た 中 央 部 茸
の 茎 全 部 を 切 断 し 、 さ ら に 、 第 ４ 回 転 刃 が 、 第 ３ 回 転 刃 の 下 流 側 所 定 位 置 に お い て 、 茸 全
部 の 茎 残 部 を 、 広 口 瓶 形 容 器 の 口 部 至 近 位 置 で か つ そ れ に 平 行 に 切 断 す る 請 求 項 １ ０ ， １
１ ， １ ２ ， １ ３ ま た は １ ４ 記 載 の 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 装 置 と 収 穫 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 広 口 瓶 形 容 器 で 栽 培 し た な め こ 等 の 茸 す な わ ち 容 器 栽 培 茸 を 、 機 械 的 に 切 断 し 収 穫 す る
装 置 お よ び 方 法 と し て 、 特 許 文 献 １ （ 実 開 平 ７ － ２ ４ ０ １ ９ 号 公 報 ） お よ び 特 許 文 献 ２ （
特 開 平 ８ － ３ ３ ４ ２ １ 号 公 報 ） 等 に 記 載 さ れ た も の が 既 に 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に 記 載 の も の は 、 所 定 の 間 隔 で 複 数 個 の 支 持 ケ ー ス を 取 り 付 け て な る 無 端 搬
送 装 置 を 間 欠 的 に 走 行 駆 動 し 、 そ の 無 端 搬 送 装 置 の 上 り 区 間 で 各 支 持 ケ ー ス に 、 栽 培 茸 を
保 持 す る 上 記 広 口 瓶 形 容 器 （ 以 下 「 茸 保 持 容 器 」 と い う 。 ） を 縦 置 き 状 態 に 挿 着 し 、 そ の
茸 保 持 容 器 が 同 無 端 搬 送 装 置 の 垂 直 下 り 区 間 で 横 倒 し に な っ た と こ ろ で 茎 部 を 切 断 し て 茸
を 落 下 収 穫 し 、 か つ 同 無 端 搬 送 装 置 の 傾 斜 下 り 区 間 で 茎 残 部 を 切 断 除 去 す る こ と を 内 容 と
す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 ２ に 記 載 の も の は 、 各 ア ー ム の 先 端 に ホ ル ダ ー を 備 え て な る 例 え ば 十 字 形 の ロ
ー タ ー 装 置 を 間 欠 的 に 回 転 駆 動 し 、 上 周 位 に 達 し た ホ ル ダ ー に 茸 保 持 容 器 を 縦 置 き 状 態 に
挿 着 し 、 そ の 茸 保 持 容 器 が 下 周 位 に 達 し 逆 さ に な っ た と こ ろ で 茎 を 切 断 し て 茸 を 落 下 収 穫
し 、 同 容 器 が 上 周 位 に 達 す る 前 に 茎 残 部 を 切 断 除 去 す る こ と を 内 容 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 特 許 文 献 １ お よ び ２ 記 載 の も の は 、 無 端 搬 送 装 置 ま た は ロ ー タ ー 装 置 を 間 欠 的 に 駆
動 し 、 所 要 停 止 位 置 に お い て 、 茸 を 収 穫 し た 後 の 広 口 瓶 形 容 器 （ 以 下 「 茸 不 保 持 容 器 」 と
い う 。 ） を 支 持 ケ ー ス ま た は ホ ル ダ ー か ら 外 し て 新 た な 茸 保 持 容 器 を 挿 着 す る こ と 、 す な
わ ち 、 当 該 容 器 の 装 置 か ら の 取 り 外 し と そ の 補 給 を 、 手 作 業 で 個 別 的 に 行 わ な け れ ば な ら
ず 、 ま た 、 茎 を 切 断 し て 茸 を 落 下 収 穫 す る こ と や 茎 残 部 を 切 断 除 去 す る こ と も 他 の 所 要 停
止 位 置 に お い て 回 転 刃 を 回 転 し て 行 う も の で あ る た め 、 全 体 と し て 収 穫 効 率 が き わ め て 悪
い 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 ７ － ２ ４ ０ １ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ８ － ３ ３ ４ ２ １ 号 公 報
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 主 た る 目 的 は 、 茸 保 持 容 器 の 茸 切 断 収 穫 機 構 へ の 送 給 お よ び 茸 収 穫 後 の 茸 不 保
持 容 器 の 排 出 を 手 作 業 に よ る こ と な く 自 動 的 に 行 え る よ う に す る と と も に 、 茸 保 持 容 器 を
搬 送 し な が ら 茎 お よ び 茎 残 部 の 切 断 を 行 う よ う に す る こ と に よ っ て 、 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 を
上 記 各 公 知 文 献 記 載 の も の に く ら べ 極 め て 能 率 的 か つ 確 実 に 実 施 し よ う と す る も の で あ る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 茸 特 有 の ぬ め り の 発 生 を 抑 え 、 収 穫 茸 の 品 質 低 下 を 防 止 す
る と と も に 切 断 用 の 回 転 刃 を 含 む 装 置 各 部 が ぬ め り で 汚 れ る こ と が な い よ う に す る こ と に
あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 に 係 る 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 装 置 は 、 次 の 各 構 成 か ら な る 。
（ １ ） 茸 保 持 容 器 Ａ を 乗 載 す る 複 数 の キ ャ リ ッ ジ ａ を 所 要 の 間 隔 で 装 備 し た 無 端 搬 送 機 構
Ｂ 。
（ ２ ） そ の 無 端 搬 送 機 構 Ｂ の 水 平 搬 送 区 間 の 中 央 所 要 範 囲 側 方 に 上 記 茸 保 持 容 器 Ａ の 茸 ３
の 茎 お よ び 茎 残 部 ４ を 順 次 切 断 す る 複 数 の 回 転 刃 ８ ～ １ １ を 列 設 配 置 し て な る 茸 切 断 収 穫
機 構 Ｃ 。
（ ３ ） 上 記 無 端 搬 送 機 構 Ｂ の 水 平 搬 送 区 間 の 始 端 側 に 送 出 端 を 対 向 配 置 し た 茸 保 持 容 器 送
込 み 転 載 機 構 Ｅ 。
（ ４ ） 上 記 無 端 搬 送 機 構 Ｂ の 水 平 搬 送 区 間 の 終 端 に 導 入 端 ３ ４ を 対 向 配 置 し た 茸 不 保 持 容
器 排 出 機 構 Ｆ 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 は 、 上 記 茸 切 断 収 穫 機 構 Ｃ の 複 数 の 回 転 刃 ８ ～ １ １ の 各 々 の 近 傍
に ノ ズ ル ３ ８ ～ ４ １ を 設 置 し た 散 水 機 構 Ｇ を 備 え た 請 求 項 １ 記 載 の 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 装 置
で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 本 発 明 は 、 上 記 茸 切 断 収 穫 機 構 Ｃ に 対 向 さ せ て 、 上 記 中 央 所 要 範 囲 側 方
に 、 無 端 ベ ル ト １ ３ を 張 架 し て な る 茸 保 持 容 器 回 転 機 構 Ｄ を 備 え た 請 求 項 １ 記 載 の 容 器 栽
培 茸 の 収 穫 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 本 発 明 は 、 上 記 茸 切 断 収 穫 機 構 Ｃ の 複 数 の 回 転 刃 ８ ～ １ １ の 各 々 の 近 傍
に ノ ズ ル ３ ８ ～ ４ １ を 設 置 し た 散 水 機 構 Ｇ を 備 え る と と も に 、 同 茸 切 断 収 穫 機 構 Ｃ に 対 向
さ せ て 、 上 記 中 央 所 要 範 囲 側 方 に 無 端 ベ ル ト １ ３ を 張 架 し て な る 茸 保 持 容 器 回 転 機 構 Ｄ を
備 え た 請 求 項 １ 記 載 の 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ ， ２ ， ３ ま た は ４ 記 載 の 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 装 置 で あ
っ て 、 か つ 、 次 の 構 成 を 備 え た も の で あ る 。
（ イ ） 無 端 搬 送 機 構 Ｂ の 上 記 キ ャ リ ッ ジ ａ が 、 浅 底 箱 枠 １ ４ に 上 記 茸 保 持 容 器 Ａ を 横 倒 し
状 態 に お い て 回 転 自 在 に 搭 載 す る こ と が で き 、 か つ 、 底 板 １ ６ と 当 接 板 １ ７ と か ら な る Ｌ
形 転 載 枠 ａ ′ を 回 動 自 在 に 連 結 し 、 そ の Ｌ 形 転 載 枠 ａ ′ は 、 通 常 、 底 板 １ ６ を 水 平 に し 当
接 板 １ ７ を 起 立 さ せ た 外 向 き 状 態 を 維 持 す る よ う に 付 勢 さ れ て い る こ と 。
（ ロ ） 上 記 水 平 搬 送 区 間 の 始 端 側 か ら 終 端 側 に わ た る 側 方 に 、 上 記 茸 切 断 収 穫 機 構 Ｃ に 対
向 す る 中 央 所 要 範 囲 を 高 位 垂 直 カ ム 部 ２ ０ 、 上 記 始 端 側 に 対 向 す る 始 端 側 所 要 範 囲 を 低 位
水 平 カ ム 部 ２ １ 、 上 記 終 端 側 に 対 向 す る 終 端 側 所 要 範 囲 を 同 じ く 低 位 水 平 カ ム 部 ２ １ ′ 、
さ ら に 、 こ れ ら 高 位 垂 直 カ ム 部 ２ ０ と 低 位 水 平 カ ム 部 ２ １ お よ び ２ １ ′ の 各 間 を 半 螺 旋 状
カ ム 部 ２ ２ ， ２ ２ ′ と し て な る 堤 体 状 カ ム ｂ を 設 置 し て い る こ と 。
（ ハ ） 上 記 Ｌ 形 転 載 枠 ａ ′ は 、 そ の 底 板 １ ６ を 上 記 堤 体 状 カ ム ｂ の 低 位 水 平 カ ム 部 ２ １ に

10

20

30

40

50

(5) JP 2005-185155 A 2005.7.14



作 用 さ せ て い る と き 上 記 外 向 き 状 態 を 維 持 し 、 底 板 １ ６ が 半 螺 旋 状 カ ム 部 ２ ２ に 作 用 す る
の に と も な い 上 記 付 勢 に 抗 し て 内 方 に 回 動 し 、 底 板 １ ６ を 高 位 垂 直 カ ム 部 ２ ０ に 当 接 し て
い る と き 、 そ の 底 板 １ ６ を 起 立 し 当 接 板 １ ７ を 浅 底 箱 枠 １ ４ 内 に 伏 倒 さ せ た 内 向 き 状 態 と
な り 、 底 板 １ ６ が 高 位 垂 直 カ ム 部 ２ ０ を 外 れ て 半 螺 旋 状 カ ム 部 ２ ２ ′ に 作 用 す る の に と も
な い 上 記 付 勢 で 外 方 に 回 動 し 、 さ ら に 、 底 板 １ ６ を 低 位 水 平 カ ム 部 ２ １ ′ に 当 接 さ せ る に
及 ん で 元 の 外 向 き 状 態 と な る こ と 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 本 発 明 は 、 無 端 搬 送 機 構 Ｂ の 上 記 キ ャ リ ッ ジ ａ が 、 浅 底 箱 枠 １ ４ を チ ェ
ー ン コ ン ベ ア ７ ， ７ に 跨 架 固 定 し 、 そ れ に 、 一 対 の 遊 動 ロ ー ラ ー １ ５ ， １ ５ を 、 そ の 各 軸
線 を チ ェ ー ン コ ン ベ ア ７ ， ７ の 走 行 方 向 に 直 交 す る 方 向 に し て 、 か つ 、 茸 保 持 容 器 Ａ の 下
周 辺 の 左 右 所 要 部 位 を 支 持 す る 所 定 の 間 隔 を お い て 軸 支 し 、 上 記 茸 保 持 容 器 Ａ を 横 倒 し 状
態 に お い て 搭 載 す る こ と が で き 、 ま た 、 そ の キ ャ リ ッ ジ ａ の Ｌ 形 転 載 枠 ａ ′ は 、 底 板 １ ６
の 下 面 に コ ロ １ ６ ′ を 軸 支 す る と と も に 、 上 記 浅 底 箱 枠 １ ４ に 軸 １ ８ に よ り 回 動 自 在 に 連
結 し 、 通 常 、 外 向 き 状 態 を 維 持 す る よ う に ば ね １ ９ に よ り 付 勢 さ れ て い る 請 求 項 ５ 記 載 の
容 器 栽 培 茸 の 収 穫 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ７ 記 載 の 本 発 明 は 、 上 記 茸 保 持 容 器 送 込 み 転 載 機 構 Ｅ が 、 そ の 送 出 端 側 に 、 該 送
出 端 部 に 達 し た 茸 保 持 容 器 Ａ を 検 出 す る 検 出 器 ２ ８ 、 そ の 茸 保 持 容 器 Ａ を 無 端 搬 送 機 構 Ｂ
の 水 平 搬 送 区 間 の 始 端 側 所 定 位 置 に 達 し て い る キ ャ リ ッ ジ ａ に 送 り 込 む 送 込 み 用 シ リ ン ダ
２ ７ 、 お よ び 、 該 茸 保 持 容 器 Ａ を 先 頭 位 置 に 滞 留 さ せ る ス ト ッ パ ー ２ ９ を 設 置 し て な る 請
求 項 １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ま た は ６ 記 載 の 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ８ 記 載 の 本 発 明 は 、 上 記 茸 不 保 持 容 器 排 出 機 構 Ｆ が 、 一 対 の 紐 ベ ル ト ３ ３ ， ３ ３
を 、 そ れ ら の 同 方 向 に 走 行 す る 対 向 直 線 部 間 の 幅 員 ｗ を 茸 不 保 持 容 器 Ａ ′ の 環 状 凹 溝 １ の
内 奥 底 部 外 径 に 略 一 致 す る よ う に 設 定 し て 張 架 し 、 該 茸 不 保 持 容 器 Ａ ′ を 、 そ の 環 状 凹 溝
１ を 紐 ベ ル ト ３ ３ ， ３ ３ の 上 記 対 向 直 線 部 に 嵌 合 し た 状 態 に お い て 口 部 外 周 が 紐 ベ ル ト ３
３ ， ３ ３ に 挟 持 さ れ て 吊 り 下 げ 、 該 紐 ベ ル ト ３ ３ ， ３ ３ の 走 行 と と も に 運 搬 す る よ う に し
て な る 請 求 項 １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ま た は ７ 記 載 の 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ９ 記 載 の 本 発 明 は 、 上 記 複 数 の 回 転 刃 ８ ～ １ １ の う ち 、 第 １ 回 転 刃 ８ を 、 広 口 瓶
形 容 器 ２ の 口 部 外 方 に 成 長 し て い る 茸 ３ の 裾 部 す な わ ち 口 部 周 縁 に 近 い 外 側 部 茸 ３ － １ の
茎 を 切 断 す る 所 定 位 置 に 刃 先 を お い て 設 置 し 、 第 ２ 回 転 刃 ９ を 、 第 １ 回 転 刃 ８ の 下 流 側 所
定 位 置 に 、 外 側 部 茸 ３ － １ よ り 内 方 所 要 範 囲 の 内 側 部 茸 ３ － ２ の 茎 を 切 断 す る 所 要 位 置 に
刃 先 を お い て 設 置 し 、 第 ３ 回 転 刃 １ ０ を 、 第 ２ 回 転 刃 ９ の 下 流 側 所 定 位 置 に 、 内 側 部 茸 ３
－ ２ で 囲 繞 さ れ て い た 中 央 部 茸 ３ － ３ の 茎 全 部 を 切 断 す る 所 要 位 置 に 刃 先 を お い て 設 置 し
、 さ ら に 、 第 ４ 回 転 刃 １ １ を 、 第 ３ 回 転 刃 １ ０ の 下 流 側 所 定 位 置 に 、 茸 ３ 全 部 の 茎 残 部 ４
を 、 広 口 瓶 形 容 器 ２ の 口 部 至 近 位 置 で か つ そ れ に 平 行 に 切 断 す る 所 要 位 置 に 刃 先 を お い て
設 置 し て な る 請 求 項 １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７ ま た は ８ 記 載 の 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 装 置 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 本 発 明 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 方 法 は 、 次 の 構 成 か ら な る 。
（ １ ） 複 数 の キ ャ リ ッ ジ ａ を 所 要 の 間 隔 で 装 備 し た 無 端 搬 送 機 構 Ｂ の 水 平 搬 送 区 間 の 始 端
側 に お い て 、 各 キ ャ リ ッ ジ ａ に 、 茸 保 持 容 器 送 込 み 転 載 機 構 Ｅ に よ り 運 行 し て き た 茸 保 持
容 器 Ａ を 転 載 す る こ と 。
（ ２ ） そ の 無 端 搬 送 機 構 Ｂ の 水 平 搬 送 区 間 の 中 央 所 要 範 囲 側 方 に 配 置 し た 茸 切 断 収 穫 機 構
Ｃ の 複 数 の 回 転 刃 ８ ～ １ １ に よ り 、 上 記 各 キ ャ リ ッ ジ ａ 上 の 茸 保 持 容 器 Ａ の 茸 ３ の 茎 お よ
び 茎 残 部 ４ を 順 次 切 断 す る こ と 。
（ ３ ） 上 記 無 端 搬 送 機 構 Ｂ の 水 平 搬 送 区 間 の 終 端 に お い て 、 茸 ３ の 茎 お よ び 茎 残 部 ４ を 切
断 除 去 し た 茸 不 保 持 容 器 Ａ ′ を 、 茸 不 保 持 容 器 排 出 機 構 Ｆ に 導 入 し 、 上 記 無 端 搬 送 機 構 Ｂ
の 系 外 に 排 出 す る こ と 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 １ １ 記 載 の 本 発 明 は 、 上 記 茸 切 断 収 穫 機 構 Ｃ の 複 数 の 回 転 刃 ８ ～ １ １ に よ り 、 茸
保 持 容 器 Ａ の 茸 ３ の 茎 お よ び 茎 残 部 ４ を 切 断 す る と き 、 そ の 回 転 刃 ８ ～ １ １ お よ び 茸 ３ に
、 散 水 機 構 Ｇ の ノ ズ ル ３ ８ ～ ４ １ か ら 散 水 す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 方 法 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 １ ２ 記 載 の 本 発 明 は 、 上 記 茸 切 断 収 穫 機 構 Ｃ の 複 数 の 回 転 刃 ８ ～ １ １ に よ り 、 茸
保 持 容 器 Ａ の 茸 ３ の 茎 お よ び 茎 残 部 ４ を 切 断 す る と き 、 茸 保 持 容 器 回 転 機 構 Ｄ の 無 端 ベ ル
ト １ ３ に よ り 、 そ の 各 茸 保 持 容 器 Ａ を 回 転 す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 方 法 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 １ ３ 記 載 の 本 発 明 は 、 上 記 茸 切 断 収 穫 機 構 Ｃ の 複 数 の 回 転 刃 ８ ～ １ １ に よ り 、 茸
保 持 容 器 Ａ の 茸 ３ の 茎 お よ び 茎 残 部 ４ を 切 断 す る と き 、 そ の 回 転 刃 ８ ～ １ １ お よ び 茸 ３ に
、 散 水 機 構 Ｇ の ノ ズ ル ３ ８ ～ ４ １ か ら 散 水 す る と と も に 、 茸 保 持 容 器 回 転 機 構 Ｄ の 無 端 ベ
ル ト １ ３ に よ り 、 そ の 各 茸 保 持 容 器 Ａ を 回 転 す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 方 法
で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 １ ４ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 ９ ， １ ０ ， １ １ ， １ ２ ま た は １ ３ 記 載 の 容 器 栽 培 茸
の 収 穫 方 法 で あ っ て 、 か つ 、 次 の 構 成 を 備 え た も の で あ る 。
（ イ ） 浅 底 箱 枠 １ ４ に 上 記 茸 保 持 容 器 Ａ を 横 倒 し 状 態 に お い て 搭 載 す る こ と が で き 、 か つ
、 底 板 １ ６ と 当 接 板 １ ７ と か ら な る Ｌ 形 転 載 枠 ａ ′ を 回 動 自 在 に 連 結 し 、 そ の Ｌ 形 転 載 枠
ａ ′ を 、 通 常 、 底 板 １ ６ を 水 平 に し 当 接 板 １ ７ を 起 立 さ せ た 外 向 き 状 態 を 維 持 す る よ う に
付 勢 し て い る 複 数 の キ ャ リ ッ ジ ａ を 、 所 要 の 間 隔 で 装 備 し た 無 端 搬 送 機 構 Ｂ の 水 平 搬 送 区
間 の 始 端 側 に お い て 、 上 記 各 キ ャ リ ッ ジ ａ の Ｌ 形 転 載 枠 ａ ′ に 、 送 込 み 転 載 機 構 Ｅ に よ り
縦 置 き に し て 運 行 し て き た 茸 保 持 容 器 Ａ を 、 上 記 キ ャ リ ッ ジ ａ の 外 向 き 状 態 の Ｌ 形 転 載 枠
ａ ′ の 底 板 １ ６ に 縦 置 き 状 態 の ま ま 送 り 込 み 転 載 す る こ と 。
（ ロ ） 上 記 外 向 き 状 態 の Ｌ 形 転 載 枠 ａ ′ を 、 無 端 搬 送 機 構 Ｂ の 走 行 に と も な う キ ャ リ ッ ジ
ａ の 運 行 に と も な い 、 堤 体 状 カ ム ｂ の 低 位 水 平 カ ム 部 ２ １ 、 半 螺 旋 状 カ ム 部 ２ ２ お よ び 高
位 垂 直 カ ム 部 ２ ０ に よ り 、 内 向 き 状 態 に 回 動 し 、 こ れ に よ り 、 茸 保 持 容 器 Ａ を 、 キ ャ リ ッ
ジ ａ の 浅 底 箱 枠 １ ４ の 遊 動 ロ ー ラ ー １ ５ ， １ ５ に 横 倒 し 状 態 に 支 持 す る こ と 。
（ ハ ） そ の 後 、 茸 保 持 容 器 Ａ を 、 上 記 回 転 刃 ８ ～ １ １ に 順 次 対 向 さ せ 、 か つ 、 少 な く と も
そ の 間 中 、 茸 保 持 容 器 回 転 機 構 Ｄ の 無 端 ベ ル ト １ ３ に よ り 、 上 側 か ら 押 圧 し て 上 記 遊 動 ロ
ー ラ ー １ ５ ， １ ５ 上 で 回 転 す る こ と 。
（ ニ ） 茸 ３ の 切 断 と 茎 残 部 ４ の 切 断 を 終 え た と こ ろ で 茸 不 保 持 容 器 Ａ ′ を 、 キ ャ リ ッ ジ ａ
の Ｌ 形 転 載 枠 ａ ′ を 、 堤 体 状 カ ム ｂ の 上 記 高 位 垂 直 カ ム 部 ２ ０ に 続 く 半 螺 旋 状 カ ム 部 ２ ２
′ お よ び 低 位 水 平 カ ム 部 ２ １ ′ に よ っ て 、 再 び 縦 置 き 状 態 に す る こ と 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 １ ５ 記 載 の 本 発 明 は 、 上 記 複 数 の 回 転 刃 ８ ～ １ １ の う ち 、 第 １ 回 転 刃 ８ に よ り 、
広 口 瓶 形 容 器 ２ の 口 部 外 方 に 成 長 し て い る 茸 ３ の 裾 部 す な わ ち 口 部 周 縁 に 近 い 外 側 部 茸 ３
－ １ の 茎 を 切 断 し 、 第 ２ 回 転 刃 ９ に よ り 、 第 １ 回 転 刃 ８ の 下 流 側 所 定 位 置 に お い て 、 外 側
部 茸 ３ － １ よ り 内 方 所 要 範 囲 の 内 側 部 茸 ３ － ２ の 茎 を 切 断 し 、 第 ３ 回 転 刃 １ ０ が 、 第 ２ 回
転 刃 ９ の 下 流 側 所 定 位 置 に お い て 、 内 側 部 茸 ３ － ２ で 囲 繞 さ れ て い た 中 央 部 茸 ３ － ３ の 茎
全 部 を 切 断 し 、 さ ら に 、 第 ４ 回 転 刃 １ １ が 、 第 ３ 回 転 刃 １ ０ の 下 流 側 所 定 位 置 に 、 茸 ３ 全
部 の 茎 残 部 ４ を 、 広 口 瓶 形 容 器 ２ の 口 部 至 近 位 置 で か つ そ れ に 平 行 に 切 断 す る 請 求 項 １ ０
， １ １ ， １ ２ ， １ ３ ま た は １ ４ 記 載 の 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 方 法 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 茸 保 持 容 器 の 茸 切 断 収 穫 機 構 へ の 送 込 み お よ び 茸 収 穫 後 の 茸 不 保 持 容
器 の 排 出 を 、 従 来 と は 異 な り 、 手 作 業 に よ る こ と な く 自 動 的 に 行 う こ と が で き る 。 換 言 す
る と 、 茸 保 持 容 器 の 送 込 み お よ び 茸 不 保 持 容 器 の 排 出 を 自 動 化 で き る 。 ま た 、 茸 保 持 容 器
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を 搬 送 し な が ら 茎 お よ び 茎 残 部 の 切 断 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 容 器 栽 培 茸
の 収 穫 を 能 率 的 か つ 確 実 に 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 散 水 に よ り 、 茸 特 有 の ぬ め り の 発 生 を 抑 え て 、 回 転 刃 に よ る
切 断 時 の 摩 擦 抵 抗 を 減 じ る と と も に 、 塵 が 付 着 す る の を 防 止 し 、 ま た 、 茸 の 茎 が 割 れ る の
を な く す こ と に よ り 、 収 穫 茸 の 品 質 を 低 下 さ せ ず 、 し た が っ て 、 従 来 に く ら べ 商 品 価 値 を
著 し く 向 上 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 茸 保 持 容 器 Ａ を 乗 載 す る 複 数 の キ ャ リ ッ ジ ａ を 所 要 の 間 隔 で 装 備 し た 無 端 搬 送 機 構 Ｂ の
水 平 搬 送 区 間 の 中 央 所 要 範 囲 側 方 に 、 上 記 茸 保 持 容 器 Ａ の 茸 ３ の 茎 お よ び 茎 残 部 ４ を 順 次
切 断 す る 複 数 の 回 転 刃 ８ ～ １ １ を 列 設 し て な る 茸 切 断 収 穫 機 構 Ｃ を 設 け る と と も に 、 上 記
無 端 搬 送 機 構 Ｂ の 水 平 搬 送 区 間 の 始 端 側 に 、 茸 保 持 容 器 送 込 み 転 載 機 構 Ｅ の 送 出 端 を 対 向
配 置 し 、 ま た 、 上 記 無 端 搬 送 機 構 Ｂ の 水 平 搬 送 区 間 の 終 端 に 、 茸 不 保 持 容 器 排 出 機 構 Ｆ の
導 入 端 ３ ４ を 対 向 配 置 し 、 か つ 、 上 記 茸 切 断 収 穫 機 構 Ｃ の 複 数 の 回 転 刃 ８ ～ １ １ の 各 々 の
近 傍 に ノ ズ ル ３ ８ ～ ４ １ を 設 置 し た 散 水 機 構 Ｇ を 備 え た 容 器 栽 培 茸 の 収 穫 装 置 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 Ａ は 、 口 部 外 周 に 外 向 き の 環 状 凹 溝 １ を 形 成 し て な る 合 成 樹 脂 製 の 広 口 瓶 形 容 器 ２ に 、
慣 行 に し た が い 多 数 の 茸 ３ を 口 部 外 方 に 山 形 ま た は 半 球 状 に 栽 培 成 長 さ せ た 茸 保 持 容 器 、
Ａ ′ は 、 上 記 茸 保 持 容 器 Ａ の 多 数 の 茸 ３ を 切 断 収 穫 す る と と も に 茎 残 部 ４ （ 図 １ ６ （ ハ ）
（ ニ ） ） を も 切 断 除 去 し た 茸 不 保 持 容 器 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 Ｂ は 、 主 機 枠 ５ に 所 定 の 配 置 に お い て 軸 支 し た 複 数 の ス プ ロ ケ ッ ト ６ … … … に チ ェ ー ン
を 巻 装 し た 一 対 の チ ェ ー ン コ ン ベ ア ７ ， ７ に 複 数 の キ ャ リ ッ ジ ａ を 所 要 の 間 隔 で 装 備 し て
な る 無 端 搬 送 機 構 で 、 所 要 の 駆 動 機 構 に よ り チ ェ ー ン コ ン ベ ア ７ ， ７ を 走 行 す る 。
　 こ の 無 端 搬 送 機 構 Ｂ は 、 そ の チ ェ ー ン コ ン ベ ア ７ ， ７ の 水 平 走 行 区 間 に お い て 、 上 記 各
キ ャ リ ッ ジ ａ に 縦 置 き 状 態 で 受 入 し た 上 記 茸 保 持 容 器 Ａ を 一 旦 横 倒 し に し 、 か つ そ の 後 、
再 び 起 立 さ せ る 堤 体 状 カ ム ｂ を 付 設 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 Ｃ は 、 上 記 チ ェ ー ン コ ン ベ ア ７ ， ７ の 水 平 走 行 区 間 の 側 方 に 所 定 の 配 置 に お い て 列 設 し
た 第 １ ～ ４ 回 転 刃 ８ ～ １ １ か ら な る 茸 切 断 収 穫 機 構 で 、 そ の 各 回 転 刃 ８ ～ １ １ は 個 別 の モ
ー タ ー で 所 要 の 回 転 を す る よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 Ｄ は 、 チ ェ ー ン コ ン ベ ア ７ ， ７ の 上 記 水 平 走 行 区 間 の 上 方 に 所 定 の 配 置 に お い て 軸 支 し
た 複 数 の ロ ー ラ ー １ ２ ， １ ２ に 無 端 ベ ル ト １ ３ を 巻 装 し て な る 茸 保 持 容 器 回 転 機 構 で 、 所
要 の 駆 動 機 構 に よ り 無 端 ベ ル ト １ ３ を 走 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 １ ２ ′ ， １ ２ ′ は 、 上 記 キ ャ リ ッ ジ ａ で 横 倒 し 状 態 に お い て 搬 送 さ れ る 茸 保 持 容
器 Ａ を 、 上 記 第 １ ～ ４ 回 転 刃 ８ ～ １ １ に 対 向 す る 所 定 位 置 で 、 そ の 上 側 か ら 押 圧 し て 確 実
に 回 転 さ せ る こ と が で き る よ う に 、 無 端 ベ ル ト １ ３ に 所 要 の テ ン シ ョ ン を か け る テ ン シ ョ
ン ロ ー ラ ー で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ れ ら の テ ン シ ョ ン ロ ー ラ ー １ ２ ′ ， １ ２ ′ は 、 主 機 枠 ５ に 設 け た ブ ラ ケ ッ ト （ イ ） に
軸 （ ロ ） に よ り 上 下 回 動 自 在 に 取 り 付 け た フ レ ー ム （ ハ ） に 突 設 し た 軸 （ ニ ） に 回 転 可 能
に 支 持 し て な り 、 ブ ラ ケ ッ ト （ イ ） と フ レ ー ム （ ハ ） と の 間 に 介 装 し た 押 下 げ ば ね （ ホ ）
に よ り 、 該 テ ン シ ョ ン ロ ー ラ ー １ ２ ′ ， １ ２ ′ が 無 端 ベ ル ト １ ３ に 上 記 所 要 の テ ン シ ョ ン
を か け る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 茸 切 断 収 穫 機 構 Ｃ は 、 無 端 搬 送 機 構 Ｂ の 上 記 チ ェ ー ン コ ン ベ ア ７ ， ７ の 水 平 走 行 区
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間 に お い て 、 茸 保 持 容 器 Ａ が キ ャ リ ッ ジ ａ に 横 倒 し 状 態 に な り 、 し か も そ れ が 茸 保 持 容 器
回 転 機 構 Ｄ の 上 記 無 端 ベ ル ト １ ３ で 回 転 し つ つ 搬 送 さ れ て い る 間 に 、 茸 保 持 容 器 Ａ の 茸 ３
を 切 断 収 穫 し 、 か つ 、 そ の 茸 ３ の 茎 残 部 ４ を 切 断 除 去
す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 す な わ ち 、 上 記 第 １ ～ ４ 回 転 刃 ８ ～ １ １ は 、 先 ず 第 １ 回 転 刃 ８ が 、 広 口 瓶 形 容 器 ２ の 口
部 外 方 に 山 形 ま た は 半 球 状 に 栽 培 成 長 し て い る 茸 ３ の う ち 、 そ の 裾 部 す な わ ち 口 部 周 縁 に
近 い 外 側 部 茸 ３ － １ の 茎 を 切 断 す る 所 定 位 置 に 刃 先 を お い て 設 置 さ れ （ 図 １ ４ 、 図 １ ６ （
イ ） ） 、 第 ２ 回 転 刃 ９ が 、 第 １ 回 転 刃 ８ の 下 流 側 所 定 位 置 に 、 外 側 部 茸 ３ － １ よ り 内 方 所
要 範 囲 の 内 側 部 茸 ３ － ２ の 茎 を 切 断 す る 所 要 位 置 に 刃 先 を お い て 設 置 さ れ （ 図 １ ５ 、 図 １
６ （ ロ ） ） 、 第 ３ 回 転 刃 １ ０ が 、 第 ２ 回 転 刃 ９ の 下 流 側 所 定 位 置 に 、 内 側 部 茸 ３ － ２ で 囲
繞 さ れ て い た 中 央 部 茸 ３ － ３ の 茎 全 部 を 切 断 す る 所 要 位 置 に 刃 先 を お い て 設 置 さ れ （ 図 １
５ 、 図 １ ６ （ ハ ） ） 、 さ ら に 、 第 ４ 回 転 刃 １ １ が 、 第 ３ 回 転 刃 １ ０ の 下 流 側 所 定 位 置 に 、
茸 ３ 全 部 の 茎 残 部 ４ を 、 広 口 瓶 形 容 器 ２ の 口 部 至 近 位 置 で か つ そ れ に 平 行 に 切 断 す る 所 要
位 置 に 刃 先 を お い て 設 置 さ れ （ 図 １ ６ （ ニ ） ） て い る （ な お 、 第 １ ～ ４ 回 転 刃 ８ ～ １ １ の
上 記 配 置 構 成 に つ い て は 、 さ ら に 図 ５ ， 図 ６ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 無 端 搬 送 機 構 Ｂ の 上 記 キ ャ リ ッ ジ ａ の 各 々 は 、 チ ェ ー ン コ ン ベ ア ７ ， ７ に 跨 架 固 定 し た
浅 底 箱 枠 １ ４ に 一 対 の 遊 動 ロ ー ラ ー １ ５ ， １ ５ を 所 定 の 配 置 で 軸 支 し て い る 。
　 す な わ ち 、 遊 動 ロ ー ラ ー １ ５ ， １ ５ は 、 そ の 各 軸 線 を チ ェ ー ン コ ン ベ ア ７ ， ７ の 走 行 方
向 に 直 交 す る 方 向 に し て 、 か つ 、 上 記 茸 保 持 容 器 Ａ さ ら に 具 体 的 に は 広 口 瓶 形 容 器 ２ の 下
周 辺 の 左 右 所 要 部 位 を 支 持 す る 所 定 の 間 隔 を お い て 浅 底 箱 枠 １ ４ に 軸 支 さ れ 、 後 述 の よ う
に 、 上 記 茸 保 持 容 器 Ａ を 横 倒 し 状 態 に お い て 搭 載 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 上 記 キ ャ リ ッ ジ ａ の 各 々 に は 、 下 面 に コ ロ １ ６ ′ を 軸 支 し た 底 板 １ ６ と 当 接 板 １
７ と か ら な る Ｌ 形 転 載 枠 ａ ′ を 軸 １ ８ に よ り 回 動 自 在 に 連 結 し 、 通 常 、 そ の Ｌ 形 転 載 枠 ａ
′ が 、 底 板 １ ６ を 水 平 に し 当 接 板 １ ７ を 起 立 さ せ た 外 向 き 状 態 （ 図 ８ （ イ ） ） を 維 持 す る
よ う に 、 上 記 軸 １ ８ に 巻 装 し た ば ね １ ９ に よ り 付 勢 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 無 端 搬 送 機 構 Ｂ の 上 記 堤 体 状 カ ム ｂ は 、 チ ェ ー ン コ ン ベ ア ７ ， ７ の 水 平 走 行 区 間 が 始 ま
る 搬 送 始 端 側 か ら 同 区 間 が 終 わ る 搬 送 終 端 側 に 及 ぶ 所 要 長 さ を 有 し 、 上 記 茸 切 断 収 穫 機 構
Ｃ お よ び 茸 保 持 容 器 回 転 機 構 Ｄ に 対 向 す る 中 央 所 要 範 囲 を 高 位 垂 直 カ ム 部 ２ ０ と し 、 上 記
搬 送 始 端 側 に 対 向 す る 始 端 側 所 要 範 囲 を 低 位 水 平 カ ム 部 ２ １ と す る と と も に 、 上 記 搬 送 終
端 側 に 対 向 す る 終 端 側 所 要 範 囲 を 同 じ く 低 位 水 平 カ ム 部 ２ １ ′ と し 、 さ ら に 、 こ れ ら 高 位
垂 直 カ ム 部 ２ ０ と 低 位 水 平 カ ム 部 ２ １ お よ び ２ １ ′ と の 各 間 の 部 分 を 半 螺 旋 状 カ ム 部 ２ ２
， ２ ２ ′ と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 そ し て 、 無 端 搬 送 機 構 Ｂ の チ ェ ー ン コ ン ベ ア ７ ， ７ の 走 行 に し た が っ て キ ャ リ ッ ジ ａ が
運 行 さ れ る と き に お け る 上 記 Ｌ 形 転 載 枠 ａ ′ の 挙 動 は 、 次 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 す な わ ち 、 Ｌ 形 転 載 枠 ａ ′ は 、 底 板 １ ６ の コ ロ １ ６ ′ を 低 位 水 平 カ ム 部 ２ １ に 当 接 さ せ
て い る と き 上 記 外 向 き 状 態 を 維 持 し （ 図 ８ （ イ ） ） 、 コ ロ １ ６ ′ が 半 螺 旋 状 カ ム 部 ２ ２ に
当 接 す る の に と も な い 上 記 ば ね １ ９ に 抗 し て 内 方 に 回 動 し （ 図 ８ （ ロ ） ） 、 さ ら に 、 コ ロ
１ ６ ′ が 高 位 垂 直 カ ム 部 ２ ０ に 当 接 し て い る と き 、 底 板 １ ６ を 起 立 し 当 接 板 １ ７ を 浅 底 箱
枠 １ ４ の 遊 動 ロ ー ラ ー １ ５ ， １ ５ の 間 に 伏 倒 さ せ た 内 向 き 状 態 と な る （ 図 ８ （ ハ ） （ ニ ）
） 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 さ ら に 、 Ｌ 形 転 載 枠 ａ ′ は 、 コ ロ １ ６ ′ が 高 位 垂 直 カ ム 部 ２ ０ を 外 れ て 半 螺 旋 状 カ ム 部
２ ２ ′ に 当 接 す る の に と も な い 、 上 記 内 向 き 状 態 の Ｌ 形 転 載 枠 ａ ′ が 、 ば ね １ ９ の 弾 発 力
で 上 記 と は 反 対 の 外 方 に 回 動 し （ 図 ９ （ イ ） ） 、 コ ロ １ ６ ′ が 低 位 水 平 カ ム 部 ２ １ ′ に 当
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接 さ せ る に 及 ん で 、 底 板 １ ６ を 水 平 に し 当 接 板 １ ７ を 起 立 さ せ た 元 の 外 向 き 状 態 と な る （
図 ９ （ ロ ） ） 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に 、 Ｅ は 、 上 記 主 機 枠 ５ に 付 設 し た 副 枠 ５ ａ （ 図 ３ ） の 所 要 部 位 に 軸 支 横 架 し た ロ ー
ラ ー ２ ３ ， ２ ３ 間 に ベ ル ト ２ ４ を 張 架 す る と と も に 、 そ の 両 側 に ガ イ ド 横 杆 ２ ５ ， ２ ５ を
沿 設 し て な る ベ ル ト コ ン ベ ア た る 送 込 み 転 載 機 構 で 、 所 要 の 駆 動 機 構 に よ り 走 行 す る も の
で あ り 、 そ の 内 端 で あ る 送 出 端 を 、 無 端 搬 送 機 構 Ｂ の 上 記 搬 送 始 端 側 に 対 向 さ せ 、 そ れ ら
の 間 に 渡 し 板 ２ ６ を 配 置 し て い る 。
　 ２ ７ は 、 送 込 み 転 載 機 構 Ｅ の 上 記 送 出 端 側 で あ っ て か つ 上 記 無 端 搬 送 機 構 Ｂ と は 反 対 の
側 に 設 置 し た 送 込 み 用 シ リ ン ダ 、 ２ ８ は 同 送 出 端 側 の 所 定 位 置 に 設 け た 検 出 器 、 ２ ９ は 同
送 出 端 部 に 横 架 し た ス ト ッ パ ー で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 送 込 み 転 載 機 構 Ｅ の ベ ル ト ２ ４ に 縦 置 き 状 態 で 乗 載 さ れ た 茸 保 持 容 器 Ａ … … … は 、 そ の
運 行 に と も な い 先 頭 の 茸 保 持 容 器 Ａ が 送 出 端 部 に 達 し 、 送 込 み 用 シ リ ン ダ ２ ７ の ロ ッ ド に
よ り 、 上 記 渡 し 板 ２ ６ 上 を 通 じ 、 そ れ に 対 向 す る 無 端 搬 送 機 構 Ｂ の 上 記 キ ャ リ ッ ジ ａ の 外
向 き 状 態 に な っ て い る Ｌ 形 転 載 枠 ａ ′ の 底 板 １ ６ に 送 り 込 ま れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 記 送 込 み 用 シ リ ン ダ ２ ７ の ロ ッ ド に よ る 上 記 の 送 込 み は 、 送 出 端 部 に 達 し た 先 頭 の 茸
保 持 容 器 Ａ を 上 記 検 出 器 ２ ８ で 検 出 し 、 か つ 、 上 記 主 機 枠 ５ の 所 定 位 置 に 設 置 し て あ る 検
出 器 ３ ０ が 所 定 転 載 受 入 位 置 に 達 し て い る キ ャ リ ッ ジ ａ の 位 置 決 め 基 準 ３ １ （ 図 １ １ ， １
２ ） を 検 出 し た と き に 行 わ れ 、 当 該 茸 保 持 容 器 Ａ を キ ャ リ ッ ジ ａ さ ら に 具 体 的 に は Ｌ 形 転
載 枠 ａ ′ の 底 板 １ ６ に 確 実 に 転 載 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の 場 合 、 検 出 器 ２ ８ が ベ ル ト ２ ４ 上 の 上 記 先 頭 の 茸 保 持 容 器 Ａ を 検 出 し た に も か か わ
ら ず 、 検 出 器 ３ ０ が キ ャ リ ッ ジ ａ の 位 置 決 め 基 準 ３ １ を 検 出 し な か っ た と き 、 す な わ ち 、
キ ャ リ ッ ジ ａ が 所 定 の 転 載 受 入 位 置 に 達 し て い な い と き に は 、 そ の 先 頭 の 茸 保 持 容 器 Ａ が
上 記 ス ト ッ パ ー ２ ９ に 当 接 し た と こ ろ で ベ ル ト ２ ４ と の 間 で ス リ ッ プ し て 滞 留 し 待 機 状 態
と な る 。
　 し た が っ て 、 検 出 器 ３ ０ が キ ャ リ ッ ジ ａ の 位 置 決 め 基 準 ３ １ を 検 出 す る ま で 、 送 込 み 用
シ リ ン ダ ２ ７ は 作 動 し な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 さ ら に 、 Ｆ は 、 上 記 主 機 枠 ５ に 付 設 し た 副 枠 ５ ｂ の 所 要 部 位 に 垂 下 軸 支 し た 水 平 プ ー リ
ー ３ ２ ， ３ ２ に 張 架 し た 紐 ベ ル ト ３ ３ を 、 一 対 、 所 要 の 間 隔 で 平 行 に 設 け て な る 茸 不 保 持
容 器 排 出 機 構 で 、 所 要 の 駆 動 機 構 に よ り 走 行 す る も の で あ り 、
そ の 内 端 で あ る 導 入 端 ３ ４ を 、 無 端 搬 送 機 構 Ｂ の 搬 送 終 端 の 所 定 の 位 置 に 対 向 配 置 し て い
る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 す な わ ち 、 茸 不 保 持 容 器 排 出 機 構 Ｆ 、 い わ ば 一 対 の 紐 ベ ル ト ３ ３ ， ３ ３ は 、 上 記 所 要 の
間 隔 の 導 入 端 ３ ４ を 、 既 述 の 無 端 搬 送 機 構 Ｂ に お い て 、 キ ャ リ ッ ジ ａ の Ｌ 形 転 載 枠 ａ ′ が
、 そ の コ ロ １ ６ ′ を 低 位 水 平 カ ム 部 ２ １ ′ に 当 接 さ せ る こ と に よ り 、 元 の 外 向 き 状 態 と り
、 水 平 な 底 板 １ ６ に 茸 不 保 持 容 器 Ａ ′ を 起 立 さ せ て 搬 送 す る （ 図 ９ （ ロ ） ， 図 １ ２ ， １ ３
） 経 路 の 延 長 線 上 所 要 高 さ の と こ ろ （ 正 確 に は 、 茸 不 保 持 容 器 Ａ ′ で あ る 広 口 瓶 形 容 器 ２
の 環 状 凹 溝 １ が 通 過 す る 高 さ の と こ ろ ） に 連 続 位 置 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ こ で 上 記 所 要 の 間 隔 と は 、 一 対 の 紐 ベ ル ト ３ ３ ， ３ ３ の 同 方 向 に 走 行 す る 対 向 直 線 部
間 の 幅 員 ｗ を 指 し 、 そ の 幅 員 ｗ は 、 茸 不 保 持 容 器 Ａ ′ （ 具 体 的 に は 広 口 瓶 形 容 器 ２ ） の 環
状 凹 溝 １ の 内 奥 底 部 外 径 に 略 一 致 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 し た が っ て 、 上 記 の よ う に 、 無 端 搬 送 機 構 Ｂ に お い て 、 キ ャ リ ッ ジ ａ の Ｌ 形 転 載 枠 ａ ′
が 、 元 の 外 向 き 状 態 と り 、 水 平 な 底 板 １ ６ に 起 立 し て 搬 送 さ れ る 茸 不 保 持 容 器 Ａ ′ （ 広 口
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瓶 形 容 器 ２ ） は 、 紐 ベ ル ト ３ ３ ， ３ ３ の 上 記 導 入 端 ３ ４ に 導 入 さ れ 、 引 き 続 き 、 そ の 環 状
凹 溝 １ を 紐 ベ ル ト ３ ３ ， ３ ３ の 上 記 対 向 直 線 部 に 嵌 合 し た 状 態 に お い て 、 口 部 外 周 を 紐 ベ
ル ト ３ ３ ， ３ ３ に 挟 持 さ れ て 吊 り 下 が り 、 該 紐 ベ ル ト ３ ３ ， ３ ３ の 走 行 と と も に 運 搬 さ れ
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ３ ５ ， ３ ５ は 、 紐 ベ ル ト ３ ３ ， ３ ３ に よ る 不 保 持 容 器 Ａ ′ （ 広 口 瓶 形 容 器 ２ ）
の 上 記 挟 持 を 確 実 に す る た め の テ ン シ ョ ン ロ ー ラ ー で 、 そ の 各 々 は 、 ｖ 字 型 に 配 置 し た ア
ー ム ３ ６ ， ３ ６ の 遊 端 に 回 転 自 在 に 軸 支 さ れ 、 か つ 、 引 張 ば ね ３ ７ ， ３ ７ に よ り た が い に
接 近 す る 方 向 に 付 勢 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 さ ら に ま た 、 Ｇ は 、 上 記 茸 切 断 収 穫 機 構 Ｃ に 付 設 し た 散 水 機 構 で 、 そ れ は 、 該 茸 切 断 収
穫 機 構 Ｃ の 上 記 第 １ ～ ４ 回 転 刃 ８ ～ １ １ の 近 傍 に ノ ズ ル ３ ８ ～ ４ １ を 設 置 し 、 こ れ ら に 配
管 ４ ２ に よ り 所 要 の 送 水 ポ ン プ を 通 じ 、 第 １ ～ ４ 回 転 刃 ８ ～ １ １ と そ の 各 々 に 対 向 す る 茸
保 持 容 器 Ａ の 第 １ ～ ４ 回 転 刃 ８ ～ １ １ ま た は ／ お よ び 茸 ３ と に 適 宜 散 水 で き る よ う に し て
い る 。
　 こ の 散 水 に よ り 、 茸 特 有 の ぬ め り の 発 生 を 抑 え て 、 回 転 刃 に よ る 切 断 時 の 摩 擦 抵 抗 を 減
じ 、 塵 の 付 着 を 防 止 し 、 ま た 、 茸 の 茎 の 割 れ を な く す こ と に よ り 、 収 穫 茸 の 品 質 を 低 下 さ
せ ず 、 従 来 に く ら べ て 商 品 価 値 を 著 し く 向 上 す る こ と が で き る も の で 、 こ の こ と は 、 本 発
明 の 重 要 な 点 の 一 つ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 茸 保 持 容 器 Ａ の 茸 ３ の 収 穫 は 、 次 の よ う に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
（ １ ） 　 送 込 み 転 載 機 構 Ｅ の 所 定 の 方 向 に 走 行 す る ベ ル ト ２ ４ 上 に 茸 保 持 容 器 Ａ … … … を
縦 置 き 状 態 に 乗 載 し て 運 行 し 、 先 頭 の 茸 保 持 容 器 Ａ が 送 出 端 部 に 達 す る と 、 そ れ を 検 出 器
２ ８ が 検 知 し 、 そ の と き 、 無 端 搬 送 機 構 Ｂ の 検 出 器 ３ ０ が 、 チ ェ ー ン コ ン ベ ア ７ ， ７ の 走
行 に と も な い 所 定 転 載 受 入 位 置 に 達 し て い る キ ャ リ ッ ジ ａ を 検 出 す る と 、 送 込 み 用 シ リ ン
ダ ２ ７ が 作 動 し て 、 上 記 先 頭 の 茸 保 持 容 器 Ａ を 、 上 記 キ ャ リ ッ ジ ａ の 外 向 き 状 態 の Ｌ 形 転
載 枠 ａ ′ の 底 板 １ ６ に 縦 置 き 状 態 の ま ま 押 動 し 転 載 す る （ 図 ８ （ イ ） ） 。 こ の 作 業 は 自 動
的 に 繰 り 返 し 続 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
（ ２ ） 　 底 板 １ ６ に 茸 保 持 容 器 Ａ を 転 載 し た Ｌ 形 転 載 枠 ａ ′ は 、 無 端 搬 送 機 構 Ｂ の チ ェ ー
ン コ ン ベ ア ７ ， ７ の 走 行 に と も な う キ ャ リ ッ ジ ａ の 運 行 で 、 底 板 １ ６ の コ ロ １ ６ ′ を 、 低
位 水 平 カ ム 部 ２ １ か ら 半 螺 旋 状 カ ム 部 ２ ２ に 当 接 す る に し た が い ば ね １ ９ に 抗 し て 内 方 に
回 動 し 始 め （ 図 ８ （ ロ ） ） 、 コ ロ １ ６ ′ が 高 位 垂 直 カ ム 部 ２ ０ に 当 接 し た 時 点 で は 、 底 板
１ ６ を 起 立 し 当 接 板 １ ７ を 浅 底 箱 枠 １ ４ の 遊 動 ロ ー ラ ー １ ５ ， １ ５ の 間 に 伏 倒 さ せ た 内 向
き 状 態 と な る よ う に 回 動 し 、 こ れ に よ り 、 茸 保 持 容 器 Ａ を 、 キ ャ リ ッ ジ ａ の 浅 底 箱 枠 １ ４
の 遊 動 ロ ー ラ ー １ ５ ， １ ５ に 横 倒 し 状 態 に 支 持 す る （ 図 ８ （ ハ ） （ ニ ） ） 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
（ ３ ） 　 茸 保 持 容 器 Ａ は 、 キ ャ リ ッ ジ ａ に 横 倒 し 状 態 に な っ た 後 、 そ の 茸 ３ を 、 上 記 第 １
～ ４ 回 転 刃 ８ ～ １ １ に 順 次 対 向 さ せ る も の で あ る が 、 少 な く と も そ の 対 向 中 、 茸 保 持 容 器
回 転 機 構 Ｄ の 無 端 ベ ル ト １ ３ に よ り 、 上 側 か ら 押 圧 さ れ 、 該 無 端 ベ ル ト １ ３ の 走 行 と と も
に 上 記 遊 動 ロ ー ラ ー １ ５ ， １ ５ 上 で 回 転 し つ つ 、 搬 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
（ ４ ） 　 上 記 第 １ 回 転 刃 ８ が 、 茸 保 持 容 器 Ａ の 山 形 ま た は 半 球 状 に 栽 培 成 長 し て い る 茸 ３
の う ち 、 該 容 器 Ａ の 口 部 周 縁 に 近 い 外 側 部 茸 ３ － １ の 茎 を 切 断 し （ 図 １ ４ 、 図 １ ６ （ イ ）
） 。
　 第 ２ 回 転 刃 ９ が 、 外 側 部 茸 ３ － １ よ り 内 方 所 要 範 囲 の 内 側 部 茸 ３ － ２ の 茎 を 切 断 す る （
図 １ ５ 、 図 １ ６ （ ロ ） ） 。
　 第 ３ 回 転 刃 １ ０ が 、 内 側 部 茸 ３ － ２ で 囲 繞 さ れ て い た 中 央 部 茸 ３ － ３ の 茎 全 部 を 切 断 す
る （ 図 １ ５ 、 図 １ ６ （ ハ ） ） 。
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　 第 ４ 回 転 刃 １ １ が 、 茸 ３ 全 部 の 茎 残 部 ４ を 、 上 記 容 器 Ａ の 口 部 至 近 位 置 で か つ そ れ に 平
行 に 切 断 す る （ 図 １ ６ （ ニ ） ） 。
　 こ の 場 合 、 外 側 部 茸 ３ － １ ～ ３ － ３ は 、 図 示 し な い 所 要 の 収 容 箱 に 落 下 収 容 さ れ 、 ま た
、 茎 残 部 ４ は 図 示 し な い 他 の 収 容 箱 に 落 下 収 容 さ れ る よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
（ ５ ） 　 上 記 に お い て 、 第 １ ～ ４ 回 転 刃 ８ ～ １ １ お よ び 茸 ３ に 対 し 、 散 水 機 構 Ｇ の ノ ズ ル
３ ８ ～ ４ １ か ら 散 水 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
（ ６ ） 　 茸 ３ の 切 断 と 茎 残 部 ４ の 切 断 を 終 え た と こ ろ で 茸 不 保 持 容 器 Ａ ′ は 、 キ ャ リ ッ ジ
ａ の Ｌ 形 転 載 枠 ａ ′ が 、 そ の コ ロ １ ６ ′ を 高 位 垂 直 カ ム 部 ２ ０ か ら 半 螺 旋 状 カ ム 部 ２ ２ ′
に 当 接 す る の に と も な い 、 ば ね １ ９ の 弾 発 力 で 外 方 に 回 動 し （ 図 ９ （ イ ） ） 、 コ ロ １ ６ ′
を 低 位 水 平 カ ム 部 ２ １ ′ に 当 接 さ せ る に 及 ん で 元 の 外 向 き 状 態 と な る こ と に よ っ て 、 水 平
に な っ た 底 板 １ ６ 上 に 、 再 び 縦 置 き 状 態 に な る （ 図 ９ （ ロ ） ） 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
（ ７ ） 　 そ の 縦 置 き 状 態 の 茸 不 保 持 容 器 Ａ ′ は 、 茸 不 保 持 容 器 排 出 機 構 Ｆ の 紐 ベ ル ト ３ ３
， ３ ３ に 導 入 さ れ 、 そ の 対 向 直 線 部 に 、 環 状 凹 溝 １ を 嵌 合 し た 状 態 に お い て 、 口 部 外 周 を
紐 ベ ル ト ３ ３ ， ３ ３ に 挟 持 さ れ て 吊 り 下 が り 、 該 紐 ベ ル ト ３ ３ ， ３ ３ の 走 行 と と も に 運 搬
さ れ 、 無 端 搬 送 機 構 Ｂ の 系 外 に 排 出 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ り 茸 を 収 穫 し よ う と す る 茸 保 持 容 器 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に 係 る 収 穫 装 置 の 全 体 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 収 穫 装 置 の 全 体 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 茸 不 保 持 容 器 排 出 機 構 を 外 し て 示 す 同 収 穫 装 置 の 全 体 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 散 水 機 構 を 付 設 し て 示 す 茸 切 断 収 穫 機 構 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 上 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 上 記 茸 切 断 収 穫 機 構 に お け る 茸 保 持 容 器 回 転 機 構 の 概 略 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 （ イ ） （ ロ ） （ ハ ） お よ び （ ニ ） は 、 茸 保 持 容 器 を 送 込 み 転 載 機 構 か ら 無 端 搬 送
機 構 の キ ャ リ ッ ジ に 横 倒 し 状 態 に し て 送 り 込 み 転 載 す る 状 況 を 説 明 す る た め の 要 部 側 面 図
で あ る 。
【 図 ９ 】 （ イ ） （ ロ ） は 、 茸 不 保 持 容 器 を 無 端 搬 送 機 構 か ら 茸 不 保 持 容 器 排 出 機 構 へ 導 入
す る 前 に キ ャ リ ッ ジ 上 で 起 立 す る 状 況 を 説 明 す る た め の 要 部 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 上 記 茸 切 断 収 穫 機 構 に 送 込 み 転 載 機 構 に よ り 茸 保 持 容 器 を 送 り 込 み 転 載 す る 様
子 を 説 明 す る た め の 要 部 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 同 じ く 、 上 記 茸 切 断 収 穫 機 構 に 送 込 み 転 載 機 構 に よ り 茸 保 持 容 器 を 送 り 込 み 転
載 す る 様 子 を 説 明 す る た め の 要 部 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 茸 不 保 持 容 器 排 出 機 構 に よ る 茸 不 保 持 容 器 を 排 出 す る 様 子 を 説 明 す る た め の 要
部 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 同 上 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 茸 切 断 収 穫 機 構 に お い て 外 側 部 茸 を 切 断 し て い る 様 子 を 説 明 す る た め の 要 部 側
面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 茸 切 断 収 穫 機 構 に お い て 内 側 部 茸 を 切 断 し て い る 様 子 を 説 明 す る た め の 要 部 側
面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 （ イ ） は 外 側 部 茸 の 茎 部 の 切 断 状 況 を 示 す 説 明 図 、 （ ロ ） （ ハ ） は 内 側 部 茸 の
茎 部 の 切 断 状 況 を 示 す 説 明 図 、 （ ニ ） は 茎 残 部 の 切 断 状 況 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
Ａ 　 　 　 　 　 茸 保 持 容 器
Ａ ′ 　 　 　 　 茸 不 保 持 容 器
Ｂ 　 　 　 　 　 無 端 搬 送 機 構
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Ｃ 　 　 　 　 　 茸 切 断 収 穫 機 構
Ｄ 　 　 　 　 　 茸 保 持 容 器 回 転 機 構
Ｅ 　 　 　 　 　 送 込 み 転 載 機 構
Ｆ 　 　 　 　 　 茸 不 保 持 容 器 排 出 機 構
Ｇ 　 　 　 　 　 散 水 機 構
ａ 　 　 　 　 　 キ ャ リ ッ ジ
ａ ′ 　 　 　 　 Ｌ 形 転 載 枠
ｂ 　 　 　 　 　 堤 体 状 カ ム
ｗ 　 　 　 　 　 幅 員
１ 　 　 　 　 　 環 状 凹 溝
３ 　 　 　 　 　 茸
３ － １ 　 　 　 外 側 部 茸
３ － ２ 　 　 　 内 側 部 茸
３ － ３ 　 　 　 中 央 部 茸
４ 　 　 　 　 　 茎 残 部
７ 　 　 　 　 　 チ ェ ー ン コ ン ベ ア
８ 　 　 　 　 　 第 １ 回 転 刃
９ 　 　 　 　 　 第 ２ 回 転 刃
１ ０ 　 　 　 　 第 ３ 回 転 刃
１ １ 　 　 　 　 第 ４ 回 転 刃
１ ３ 　 　 　 　 無 端 ベ ル ト
１ ４ 　 　 　 　 浅 底 箱 枠
１ ５ 　 　 　 　 遊 動 ロ ー ラ ー
１ ６ 　 　 　 　 底 板
１ ６ ′ 　 　 　 コ ロ
１ ７ 　 　 　 　 当 接 板
１ ８ 　 　 　 　 軸
１ ９ 　 　 　 　 ば ね
２ ０ 　 　 　 　 高 位 垂 直 カ ム 部
２ １ 　 　 　 　 低 位 水 平 カ ム 部
２ １ ′ 　 　 　 低 位 水 平 カ ム 部
２ ２ 　 　 　 　 半 螺 旋 状 カ ム 部
２ ２ ′ 　 　 　 半 螺 旋 状 カ ム 部
２ ７ 　 　 　 　 送 込 み 用 シ リ ン ダ
２ ８ 　 　 　 　 検 出 器
２ ９ 　 　 　 　 ス ト ッ パ ー
３ ３ 　 　 　 　 紐 ベ ル ト
３ ４ 　 　 　 　 導 入 端
３ ８ ～ ４ １ 　 ノ ズ ル
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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